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前
号
で
も
記
述
し
た
「
南
路
志
」

の
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
閲
覧
し
て
い
る

中
で
、
偶
然
、
蔵
福
寺
島
に
蔵
福
寺

島
城
が
あ
っ
た
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

し
か
も
城
主
は
岩
村
掃
部
と
書
い
て

か

も

ん

あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

「
岩
村
の
歴
史
ヒ
ス
ト
リ
ア
第
１

回
」
で
岩
村
城
の
歴
史
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
、
取
材
し
た
岩
村

掃
部
の
子
孫
の
方
が
京
田
に
お
住
ま

い
に
な
っ
て
お
り
、
早
速
、
岩
村
隆

宅
に
お
伺
い
し
、
詳
細
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

た
だ
、
蔵
福
寺
島
に
お
城
が
あ
っ

た
説
は
初
耳
の
大
発
見
で
す
。
子
孫

の
岩
村
隆
氏
の
話
に
よ
る
と
、
基
盤

整
備
で
墓
地
は
南
方
に
移
動
し
ま
し

た
が
、
か
つ
て
の
墓
地
に
は
、
岩
村

家
の
系
図
が
書
か
れ
た
「
伏
せ
墓
」

が
あ
り
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
と
の
事

で
し
た
。
現
在
の
岩
村
隆
氏
は
岩
村

掃
部
か
ら
は
１
４
代
目
に
当
た
り
ま

す
。で

は
、
蔵
福
寺
島
城
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
。
岩
村
隆
氏
は
、
先
祖
の
墓

が
残
り
、
お
宮
の
あ
る
槇
の
大
木
の

あ
る
場
所
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
畠
達
郎
さ
ん
宅
の
南
側
で

山
崎
順
子
さ
ん
宅
の
西
側
で
す
。
土

塀
に
囲
ま
れ
た
平
城
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ご
近
所
の
方
の
話
で
は
、
こ
の

お
宮
は
「
か
も
ん
様
」
ま
た
は
「
か

も
ん
神
社
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

岩
村
家
に
残
さ
れ
て
い
る
巻
物
の

貴
重
な
資
料
に
よ
る
と
、

大
井
式
部
俊
忠

天
正
五
年
五
月
ニ
引
越

元
親
公
ニ
仕
へ
安
藝
郡
大
井
邑
領
之

其
後
京
田
邑
ニ
引
越
ス
知
行
拝
領

而
住
ス
是
ハ
委
ノ
難
知

子
二
人
修
理
之
亮

掃
部
是
ハ
蔵
福
寺
嶋
邑
住
居

（
原
文
の
ま
ま
、
一
部
抜
粋
）

岩
村
掃
部
の
父
親
の
大
井
式
部
俊

忠
は
天
正
５
年
（
１
５
７
８
年
）
５

月
に
引
っ
越
し
し
た
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
子
の
岩
村
掃
部
は
蔵
福
寺
島

に
住
居
と
あ
り
、
こ
の
時
に
蔵
福
寺

島
城
主
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

天
正
５
年
ご
ろ
は
中
央
で
は
織
田
信

長
の
時
代
で
あ
り
、
長
宗
我
部
元
親

は
讃
岐
を
平
定
し
、
伊
予
と
阿
波
に

攻
め
込
ん
で
い
る
時
代
で
す
。

な
お
、
京
田
の
岩
村
家
は
江
戸
時

代
に
掃
部
か
ら
二
代
目
の
岩
村
藤
次

郎
俊
勝
の
三
男
・
九
平
俊
顕
が
宿
毛

に
移
住
（
山
内
氏
の
家
老
、
宿
毛
邑

主
安
東
節
氏
に
仕
え
る
）
し
、
の
ち

に
岩
村
通
俊
・
林
有
造
・
岩
村
高
俊

ら
の
有
名
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
者
・
福
船

和
田
真
一
）

※

南
路
志
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
１
８
１

５
年
に
高
知
城
下
の
武
藤
到
和
・
平
道
父
子

が
中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
た
１
２
０
巻
に
及

ぶ
土
佐
の
国
の
歴
史
書
で
す

※

参
考
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献
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第14回

蔵
福
寺
島
に
お
城
が
あ
っ
た

城
主
は
岩
村
掃
部
（
長
宗
我
部
の
時
代
）

か

も

ん

蔵
福
寺
島
城
の
記
述
の
あ
る
南
路

志
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
巻
７
上
・

コ
マ
番
号
４
０
よ
り

蔵福寺島城があった「かもん神社」付近

９
月
２
６
日
（
土
）
、
岩
村
公
民

館
運
営
審
議
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
、

岩
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

の
白
線
を
引
き
ま
し
た
。

開
所
か
ら
１
７
年
が
た
ち
、
白
線

が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
り
、
夜
間

な
ど
駐
車
す
る
の
に
困
る
と
の
声
が

あ
り
、
市
役
所
と
相
談
の
結
果
、
急

き
ょ
公
民
館
で
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

田
所
公
民
館
長
が
材
料
の
ペ
ン
キ
、

ロ
ー
ラ
ー
ハ
ケ
、
手
ハ
ケ
、
養
生
テ
ー

プ
を
準
備
し
て
、
参
加
者
全
員
で
作

業
に
入
り
ま
し
た
。
１
班
は
ホ
ウ
キ

で
土
や
ほ
こ
り
を
掃
き
出
し
て
い
き

ま
す
。
２
班
は
養
生
テ
ー
プ
を
貼
る

係
で
す
。
最
初
は
そ
の
ま
ま
貼
っ
て

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
間
隔
の
不
揃
い

に
気
づ
き
、
メ
ジ
ャ
ー
で
等
間
隔
に

測
り
、
貼
り
始
め
ま
し
た
。
た
だ
地

面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
た
め
思
う
よ

う
に
引
っ
付
か
ず
、
し
か
も
や
や
風

が
あ
っ
た
た
め
、
風
の
力
で
テ
ー
プ

が
剥
が
れ
る
な
ど
、
大
変
な
作
業
に

な
り
ま
し
た
。
途
中
か
ら
重
石
を
置

き
テ
ー
プ
を
止
め
た
り
、
木
片
を
重

石
に
し
て
テ
ー
プ
を
止
め
た
り
し
て

何
と
か
も
の
に
し
ま
し
た
。

３
班
は
ペ
ン
キ
を
塗
る
係
り
で
す
。

ロ
ー
ラ
ー
ハ
ケ
で
塗
っ
て
い
き
ま
す

が
、
相
手
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
１

７
年
も
経
過
し
て
い
る
た
め
、
凹
凸

が
激
し
く
思
う
よ
う
に
ペ
ン
キ
が
載
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
水
性
ペ
ン
キ
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
用
）
の
た
め
水
で
薄
め

た
り
、
で
こ
ぼ
こ
の
塗
り
残
し
部
分

は
、
手
ハ
リ
で
補
充
塗
り
し
て
何
と

か
完
成
し
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
作
業
で
、
素
人
集
団

に
し
て
は
上
々
の
仕
上
が
り
に
な
り

ま
し
た
。

(

編
集
部)
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い

わ

む

ら

将
来
、
子
供
数
が
減
少
！

香
南
中
学
校
区
の

将
来
を
考
え
る
会

９
月
３
０
日
、
香
南
中
学
校
区
の
将

来
を
考
え
る
会
が
、
日
章
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
で
約
３
０
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岩
村
地
区
か
ら
は
、
田

所
公
民
館
長
・
島
崎
前
公
民
館
長
・
和

田
民
児
協
会
長
の
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。ま

ず
、
竹
内
南
国
市
教
育
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
香
南
中
、
日
章
小
、
大
湊

小
が
１
０
年
後
に
は
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、

生
徒
数
が
半
減
す
る
資
料
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
数
を
増
や
す
た
め
の
提
案
、
意

見
が
出
さ
れ
、
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
香
南
中
・

日
章
小
・
大
湊
小
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

校
区
外
通
学
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
セ
ッ

ト
に
し
た
案
や
英
語
特
例
校
（
３
校
と

も
）
の
特
徴
を
売
り
出
し
、
夏
休
み
に

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
特
典
を
付
け
る

案
な
ど
活
発
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

(

編
集
部)

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に

白
線
を
引
き
ま
し
た

金地でコスモスが満開です
金地集会所の東側。情報提供・中尾香代さん

♪秋の日のひだまりにゆれている


